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2020 年末の食品スーパーマーケットにおける購買動向 

 新型コロナウイルスの影響により、年末年始はステイホームが呼びかけられ

たため、自宅でクリスマスや年末年始を過ごす人が例年よりも多くなったこと

が見込まれます。そこで、rsSM データを用いて、クリスマスの時期、年末の時
期の購買行動に関して、どのような点が前年と異なるかを分析しました。

最初に、12 月 23 日～31 日までの 1 店舗当たり平均来店者数を集計し、前年

同日と比較しました。数値は前年同日の来店客数を 100.0 とした場合の指数を集

計しました。すると、クリスマス期の 23 日～25 日は来店者数が前年を下回りま

した。3 日間平均では前年比 93.3％でした。 
一方、2020 年は 26 日と 27 日が土日だったため、両日は前年を大きく上回り、

さらに 30 日も前年を上回りました。しかし、最終日が前年を下回ったこともあ

り、6 日間平均では前年比 99.4％とほぼ前年並みでした。 

1 店舗当たり平均来店者数

※前年同日の来店者数を 100.0として指数化

次に、1 回当たりのバスケット単価を日別に集計し、前年同日と比較しました。

まず、2019 年も 2020 年も年末になるにつれて、徐々にバスケット単価が増加す

ることがわかります。

前年比較では、2020年は31日を除いて前年のバスケット単価を上回りました。

来店人数は前年より少ない、または前年並みの中、バスケット単価は前年を上

回っていることから、来店頻度を減らして、1 回当たりのまとめ買いを増やす傾

向が年末にも見られました。
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1 回当たりバスケット単価（日別） 

 
 
 尚、期間平均のバスケット単価も集計しました。クリスマス、年末ともに前

年を 150 円以上上回りました。 
 
1 回当たりバスケット単価（期間平均） 

 
 
 商品単価も集計しましたが、クリスマスは前年よりも単価が、年末ともに若

干前年を上回りました。少なくとも低単価の商品を多く購入したためバスケッ

ト単価が上昇したわけではなさそうです。 
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平均商品単価 

 
 
1.クリスマス期の動向 

 それでは、どのようなカテゴリーがよく購買されたのでしょうか。最初にク

リスマス期（12 月 23 日～25 日）の動向を見ていきます。 
 下記図表は食品・嗜好食品において、前年に比べてクリスマス期の点数 PI が
上昇した主なカテゴリーを抜粋したものです。酒類ではワインが好調に推移し

ました。以前のコラムでは、クリスマス期の輸入ワインは減少傾向が見られて

いましたが、自宅でワインを楽しんだ人が例年よりも多かったようです。ナチ

ュラルチーズ、トマト加工品、レトルトターキー・チキンなどワインに合いそ

うな食品の PI 値も上昇しました。 
 ホイップクリーム、デザート素材なども好調に推移しました。自宅でケーキ

を作った人も例年よりも多いようです。 
 また、生・ゆでラーメン、カレーレトルトなど、これまで好調に推移してい

たカテゴリーは、クリスマス期でも前年を大きく上回りました。 
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クリスマス期に点数 PI が上昇した主なカテゴリー（食品・嗜好食品） 

 
 
 次に、生鮮・惣菜食品・嗜好食品において、前年に比べてクリスマス期の点

数 PI が上昇した主なカテゴリーを抜粋しました。いちごは 2019 年には価格高騰

の影響を受けましたが、200 年は需要が回復したようです。また、銘柄豚や銘柄

鶏も前年を大きく上回っており、高めの商品を購買していることがわかりまし

た。 
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クリスマス期に点数 PI が上昇した主なカテゴリー（生鮮・惣菜） 

 
 
2.年末の動向 

 年末の動向も見ていきます。下記図表は食品・嗜好食品において、前年に比

べて年末の点数 PI が上昇した主なカテゴリーを抜粋したものです。 
 冷凍スナックなどの冷凍食品、シチュールーなどの調味料などは、前年より

も大きく点数 PI が増加しました。 
 当初「おせち」や「数の子」などおせち関連のカテゴリーが大きく PI 値を増

加させることを想定していましたが、実際にはそこまで増加しませんでした（た

とえば、おせち点数 PI 2019 年 129.2→2020 年 130.7）。自宅で過ごす人が増え

たものの、食品スーパー以外でおせちを注文する、自宅にいてもおせちを作ら

ない・食べない、また、来客が少なくなったため前年よりも量を減らしたなど

の理由が考えられます。 
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年末に点数 PI が上昇した主なカテゴリー（食品・嗜好食品） 

 
 
 次に、生鮮・惣菜食品・嗜好食品において、前年に比べて年末の点数 PI が上

昇した主なカテゴリーを抜粋しました。まぐろ冊、和牛切り落としなど価格帯

の高いカテゴリーの増加幅が大きく、高価格帯カテゴリーへの需要が高まった

ことが、全体のバスケット単価アップにもつながったと言えるでしょう。 
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年末に点数 PI が上昇した主なカテゴリー（生鮮・惣菜） 

 
 
 食品スーパーにとっては、ステイホームが心がけられたことから、クリスマ

ス、年末でのバスケット単価アップ、高価格帯カテゴリーへの需要増が見られ、

全体では堅調に推移しました。しかし、コロナ禍での内食志向が急速に高まっ

てから 1 年が経とうとしており、今後は急速に低価格志向へ転じることも考え

られます。定期的に動向を把握しておく必要があるでしょう。本コラムでも適

宜ご紹介してまいります。 
 
① 本日お伝えした情報は、その完全性、正確性、皆様の目的に対する適合性、第三者の知的財
産権を侵害していないことを現在及び将来にわたって保証するものではありません。 
② 本日お伝えした情報の使用に起因して生じる結果について一切の責任を負いません。 
 
 
 
 
 


